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　これから本格的な冬を迎えます。市では、積雪が 10センチ以上になると除雪車が出動し、幹線道路、通学
路などの交通の確保を優先して除雪作業を行います。交通量の多い日中は、渋滞が生じて危険を伴うため、
除雪作業は主に深夜から早朝にかけて行います。できるかぎり通勤・通学時までに終了するように努めて
いきます。しかし、大雪や明け方に降ったときは間に合わない場合もありますのでご理解をお願いします。

除 雪 に ご 協 力 く だ さ い

☃

☃☃☃☃

☃
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●市役所・各総合支所の一般業務
仕事納め　12 月 26 日（金）午後 5 時 15 分まで通常どおり業務を行います。
仕事始め　１月 5 日（月）から通常どおりの業務を行います。
※火葬の予約や戸籍の届け出は、年末年始の間も各総合支所で受け付けます。（本庁舎では受け付けできません）
※ 12 月 28 日（日）は休日納付窓口を開設します。
※自動交付機は 12 月 29 日（月）から 1 月 3 日（土）の間、停止します。

●ごみ収集・し尿・雑排水のくみ取り
ごみ収集　計画的にごみを出すようにしましょう。
　　　　　年末年始は、ごみの収集が休みになります。各家庭に配布した「家庭ごみ・資源物収集カレンダー」

を確認して、休みの前に計画的にごみを出すようにしましょう。休みの期間中はごみ集積所にごみを
出さないでください。

し尿・雑排水　くみ取りの申し込みはお早めに
　　　　　年末になると臨時のくみ取りの申し込みが多くなります。早めに申し込みをお願いします。

●デマンド交通「あづみん」
運休期間　市内を走るデマンド交通「あづみん」と定時路線は、12 月 27 日（土）～ 1 月 4 日（日）の間、運休
　　　　　となります。
利用申し込み　運休期間中は利用の申し込みも休みになります。新年の利用申し込みは 1 月 5 日（月）朝 7 時 40
　　　　　分から受け付けます。

市税等歳末納税促進強化期間　～市税・料金など納め忘れはありませんか？～

年末年始ガイド
市役所は、12月 27 日（土）から１月 4日（日）まで閉庁になります。
新年は、１月 5日（月）から平常どおりの業務を行います。
市内の主な施設の年末年始の休業日は左表（３ページ）のとおりです。

市民の皆さんの生活を支える大切な自主財源を確保
するため、12 月 28 日（日）までを「市税等歳末納
税促進強化期間」として、納め忘れの市税、料金な
どの納付にご協力をお願いしています。平日納税で
きる人は市税・料金など 12 月 26 日（金）までに各
総合支所税務会計係、もしくはお近くの金融機関・
ゆうちょ銀行・郵便局で納入してください。

市税等特別休日窓口の開設
平日、仕事などの都合で納付ができない人は、休日
納付窓口をご利用ください。

■開設場所　各総合支所市民福祉課国保年金係の窓口
　　　　　　（豊科総合支所は地域支援課税務会計係の窓口）
※住民票・納税証明書など各種証明書の発行事務は行いません。

問・市税に関すること……………… 収納課収納担当係（ 72・3111 72・8340）
　・水道料・下水道使用料
　　受益者負担金に関すること…… 業務課料金担当（ 72・3111 72・3176）
　・国民健康保険税に関すること… 市民課国保年金担当（ 82・3131 82・6622）

・介護保険料に関すること……… 高齢者介護課介護保険係（ 81・1636 81・0703）

12月28日（日）午前 9時～午後 4時

市では口座振替による納付を推進しています。窓口納付の手間をはぶき納付を忘れる心配もありません。
この機会に口座振替を始めてみませんか。

名称
平成 20 年 12 月 平成 21 年１月

27日（土） 28日（日） 29日（月） 30日（火） 31日（水） 1日（木） 2日（金） 3日（土） 4日（日） 5日（月）

市
役
所
業
務

市役所・総合支所 12/27 ～ 1/4
※ 12 月 28 日（日）午前 9 時～午後 4 時は、各総合支所で、

市税・料金などの休日納付窓口を開設します。
穂高健康支援センター
各保健センター
住民票・印鑑証明書自動交付機 12/29 ～ 1/3
豊科ふれあいホール

12/27 ～ 1/4明科子どもと大人の交流学習施
設「ひまわり」
小倉診療所
安曇野市夜間急病センター 12/31 ～ 1/4
穂高老人保健センター 無休 ※ 12/30 ～ 4/3 は午後３時まで
豊科葬祭センター 12/31 ～ 1/3
穂高クリーンセンター 12/27・28 12/31 ～ 1/4
安曇野市地域職業相談室   12/27 ～ 1/4

公民館（豊科・穂高・三郷・堀金・明科） 12/28 ～ 1/5　　  　　　　　
図書館（豊科・穂高・三郷・堀金・明科） 12/28 ～ 1/5　　　　　　　　
児童館（豊科・穂高・三郷・明科） 12/28 ～ 1/4　　　　

体
育
施
設

豊科南社会体育館

12/28 ～ 1/4　　　　豊科勤労者総合スポーツ施設
豊科武道館
豊科弓道場
穂高総合体育館・穂高会館

12/28 ～ 1/5　　 　　　　　   

三郷体育館（社会体育館）
堀金総合体育館
堀金多目的屋内運動場（常念ドーム）
明科体育館
三郷文化公園体育館

博
物
館
施
設

豊科郷土博物館

12/28 ～ 1/5　　  　　　　　    

豊科近代美術館
田淵行男記念館
飯沼飛行士記念館
安曇野高橋節郎記念美術館
貞享義民記念館
臼井吉見文学館
三郷民俗資料館
堀金歴史民俗資料館
明科歴史民俗資料館
穂高郷土資料館
穂高陶芸会館 12/26 ～ 2/28 
穂高鐘の鳴る丘集会所 12/ 1 ～ 3/31
碌山公園研成ホール 12/21 ～ 12/31

入
浴
・
体
験
・
交
流
施
設

あづみ野ガラス工房 12/25 ～ 1/4
レストチロル 無休

※営業時間に変更がある施設もありますので、
詳細は各施設にお問い合わせください。　

ビレッジ安曇野
プラザ安曇野
健康温泉館 1/1
しゃくなげ荘

無休ファインビュー室山
ほりでーゆ～四季の郷
保養センター長峰荘
湯多里山の神 ※ 31 日は午後 5 時まで 1/1
あづみのランド 　　　12/30 ～ 1/4
天平の森   12/15 ～３月中旬まで
自然体験センター「せせらぎ」   12/28 ～ 1/3
市民交流センター「くるりん広場」   12/27 ～ 1/4
まちづくり会館（豊科）   12/28 ～ 1/4 　　　　
三郷小倉多目的センター 12/29 ～ 1/3　　 　三郷農村環境改善センター ※1/4 は正午まで
旬の味ほりがね物産センター ※ 31 日は正午まで 1/1 ～ 1/8
Ｖｉｆ（ビフ）穂高 1/1 ～ 1/3こねこねハウス
やすらぎ空間施設（こむぎ亭） 12/31 ～ 1/1
三郷堆肥センター  12/27 ～ 1/4

●主な施設の年末年始の休業日

12月の法定納期
●固定資産税……………………（３期）
●国民健康保険税………………（６期）
●後期高齢者医療保険料………（６期）
●介護保険料…………………（12月分）
●水道料金……………（穂高・三郷地域）
●下水道使用料…（豊科･堀金･明科地域）

=納期限は12月25日（木）=  
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年年 始末 交通安全火災予防

献血にご協力を

年末の全国交通安全運動　12 月 11 日（木）～ 12 月 31 日（水）
～信濃路は、ルールとマナーの走るみち～

火災予防年末特別警戒　12 月 25 日（木）～ 12 月 30 日（火）
～火災が起こりやすい時季です～

松本献血ルーム、年末年始の献血のお願い
～冬は血液が最も不足する季節～

　年末は、忙しさから運転が荒っぽくなったり、積雪や路面が凍結したりす
るなど、道路環境の悪化により交通事故が多発する傾向にあります。そこで、
今一度、交通ルールを見直し、正しい交通マナーの実践を心掛けましょう。

　年末は、何かと慌ただしく、火の取り扱いもおろそかになりがちです。
また、空気が乾燥し風も強く、火災の起こりやすい時季でもあります。
家庭から、職場から火事を出さないよう、火の用心に努めましょう。

《シートベルト 後部座席の着用率73％》
　6月1日の道路交通法の改正に伴い、後部座席を含む、全席シートベルトの着用が義務づけられました。シー
トベルトは命を守るためのものです。
　市では、警察署および交通安全協会の協力を得て、5月から 10 月の間、シートベルトパーフェクト作戦を
行い、シートベルト着用調査を実施しました。調査結果については下図のとおりです。

運転席
調査台数 717
着用 710
未着用 7

後部座席
調査台数 44
着用 32
未着用 12

助手席
調査台数 124
着用 118
未着用 6

３．揚げ物をしている
　　最中に電話や訪問者の
　　応対に出る時は、火を
　　消してから。

４．マッチ、ライター
　　等は子どもの目が届かな
　　いところに保管する。

　 ５．家の周囲には
　　　　燃えやすいものを放
　　　　 置しない。

　年越しまであとわずかとなりました。この時季は寒さで体調を崩したり、風邪薬を飲んでい
たりするなどの理由で、献血にご協力いただける人が減少します。そのため、血液不足が起こ
ります。松本献血ルームでは大みそかと元旦も献血を受け付けています。一人でも多くの皆さ
んのご協力をお願いします。

～松本献血ルームの案内～
■受　付　全血献血 9：00 ～ 13：00　14：00 ～ 17：00
　　　　　成分献血 9：00 ～ 12：30　14：00 ～ 16：30
■休業日　12 月 31 日（水）・１月 1 日（木）
問松本献血ルーム（ 37･1600）

未着用
１％ 未着用

5％

未着用
27％

着用
99％

着用
73％

着用
95％

運転席側
着用率

後部座席
着用率

助手席側
着用率

火災予防
５つの
ポイント

※駐車場は、Mウイング、アイパークなど
最寄りの駐車場をご利用ください。

１．飲酒運転の根絶
　飲酒運転は悪質な犯罪です。しかし飲酒運

転による悲惨な交通事故が後を絶ちません。飲
んだら乗らない 乗るなら飲まない 乗る人には
飲ませない 飲んだ人には運転させない　飲酒運
転四（し）ない運動を実践しましょう。

３．すべての座席でのシートベルトと
　　 チャイルドシートの着用
　シートベルト非着用者の致死率は、着用者の

12 倍以上です。後部座席を含む、全座席が
シートベルトおよびチャイルドシートの着用が
義務化されています。車に乗ったらシートベル
トを正しく着用する習慣をつけましょう。

　４．夕暮れ時と夜間の歩行中・
　　　　自転車乗用中の交通事故防止
　交通死亡事故の約半数が夜間に発生していま

す。運転者の皆さんは、道路横断者がいること
を予測して安全な速度で運転しましょう。また、
自転車の乗用についても、ルールを守って安全
に乗りましょう。

２．高齢者の交通事故防止
高齢者がかかわる交通事故件数は、10 年前の
約１. ３倍 !!　高齢死者は、全死者の 5 割を超
えています。（平成 19 年の交通事故統計から）夜
間外出するときは、反射材を活用するなど、明る
く目立つ服装を心掛けましょう。

事故防止
４つの
重点
ポイント

問県交通安全運動推進本部（県企画部生活文化課）（ 026・235・7174）
　 環境課交通防犯係・市交通安全推進協議会（ 82・3131 82・6622）

問豊科消防署（ 72･3145） 穂高消防署（ 82･3262） 梓川消防署（ 78・2090） 
　明科消防署（ 62･2992） 危機管理室（ 72･6769 72･6739）

１．ストーブなど火気
　　の周りには燃えやすいも
　　のを置かない。

２．タバコは火をつけた
　　まま灰皿の上に放置し
　　ない。

千歳橋

パルコ

Ｍウイング
伊勢町通り

献血ルーム
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防犯対策
年末特別警戒　12 月 11 日（木）～ 12 月 31 日（水）

～年の暮れ みんなでつくろう 安心の街～
　年末がせまり、強盗事件などの凶悪犯罪や人込みの中での事故などが多発する傾向にありま
す。安曇野市防犯協会連合会と安曇野警察署では、自治体・関係機関・各種団体と協力して「年
末特別警戒」を実施します。犯罪を未然に防ぐには、市民の皆さんの協力が不可欠です。日ご
ろから、自主防犯意識を高めるとともに地域の安全に関心を持ち、犯罪者を寄せつけない安全
安心な街づくりに取り組みましょう。

１．振り込め詐欺対策
・家族や警察署に相談しましょう。
・「携帯」「子ども（孫）」「金」の
　言葉に注意しましょう。

３．自転車盗難対策
・面倒くさがらずにカギと補助錠の二重ロック

をしましょう。
・万が一に備え防犯登録を
　しましょう。

　４．侵入盗難対策
・留守にするときは必ずカギをかけましょう。
・ドアや窓ガラスには補助錠と
　防犯ブザーをつけましょう。

　～ワンドアー　ツーロック
　　ワンブザー～

２．車上ねらい対策
・わずかな時間でも、車を離れるときは必ずドア
　ロックをしましょう。
・バッグなどの貴重品は置か
　ないようにしましょう。

自己防衛
４つの
ポイント

問安曇野防犯協会連合会・安曇野警察署（ 72･0110）
　 環境課交通防犯係（ 82・3131 82・6622）

地域安全運動 全国地域安全運動 堀金防犯指導員会が功労賞を受賞

全国地域安全運動中央大会で警察庁長官・全国防犯協会連合会会長
から団体功労賞を受賞した、堀金防犯指導員会（

ま み ね

峯 嗣
よつぎ

会長）が 11
月 14 日（金）、報告のため、市庁舎を訪れました。これは、長年にわ
たり地域安全に尽力した個人・団体を表彰するもので、全国では 37 団
体が受賞し、長野県からは唯一、当会が受賞しました。堀金防犯指導
委員会は昭和 49 年結成。犯罪防止と防犯意識の高揚を目的に、防犯パ
トロールや防犯診断、独居老人宅への訪問を継続してきたことが受賞
につながりました。報告に訪れた 峯会長は「身近なところで犯罪が
起きていることを実感している。年末にかけ、一人ひとりに声をかけ
るつもりで頑張りたい」と抱負を述べました。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

何
で
す
か
？

従
来
は
人
に
は
感
染
す
る
こ
と
が

な
か
っ
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

変
化
し
、
人
か
ら
人
へ
と
容
易
に
感
染
す

る
よ
う
に
な
っ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
呼
び
ま
す
。
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ま
だ
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
が
、現
在
、高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ（
Ｈ
５
Ｎ
１
型
）が
鳥
類
の
間
で
流
行

し
、
海
外
で
は
人
へ
の
感
染
も
た
び
た
び

報
告
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
ウ
ィ
ル
ス

が
新
型
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
変
化
す
る

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
発
生
が
お
そ
れ
ら
れ
て

い
る
の
で
す
か
？

私
た
ち
に
と
っ
て
未
知
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
抵
抗
力（
免
疫
）を
も
た
な
い
た
め
、

感
染
し
た
人
は
重
症
化
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。し
か
し
、私
た
ち
の
健
康
だ
け
で

は
な
く
、
交
通
機
関
の
発
達
し
た
現
在
で

は
、
短
期
間
の
う
ち
に
世
界
中
で
爆
発
的

な
感
染
を
引
き
起
こ
し
、
経
済
的
な
活
動

を
は
じ
め
と
す
る
社
会
の
機
能
に
も
大
き

な
被
害
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
感
染
す
る

の
で
す
か
？

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
基
本

は
同
じ
で
、
感
染
者
の
咳
や
く
し

ゃ
み
、
つ
ば
な
ど
の
飛
沫
に
含
ま
れ
る
ウ

ィ
ル
ス
を
、
鼻
や
口
か
ら
吸
い
込
む
こ
と

に
よ
っ
て
感
染
す
る
飛
沫
感
染
と
、
飛
沫

に
よ
っ
て
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
の
何
か
に
付
着

し
た
ウ
ィ
ル
ス
を
知
ら
な
い
間
に
触
っ
て

し
ま
い
、
そ
の
手
で
自
分
の
鼻
や
口
や
目

の
粘
膜
に
触
れ
る
こ
と
で
感
染
す
る
接
触

感
染
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

感
染
を
予
防
す
る
に
は

ど
う
す
る
の
？

マ
ス
ク
・
手
洗
い
・
う
が
い
が
予

防
の
基
本
で
す
。
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
ら
、
な
る
べ
く
外
出

は
避
け
、
外
出
か
ら
戻
っ
た
後
は
水
と
石

け
ん
を
使
っ
て
15
秒
以
上
手
洗
い
を
し
、

う
が
い
も
忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。
さ
ら

に
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
製
剤
な
ど
を
使
う

と
ウ
ィ
ル
ス
は
死
滅
し
ま
す
。
ま
た
、
マ

ス
ク
は
感
染
予
防
と
感
染
を
広
げ
な
い
と

い
う
２
つ
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。熱
や
咳
、

く
し
ゃ
み
と
い
っ
た
症
状
が
あ
る
と
き
は
、

マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

行
政
は
何
か
対
策
は

し
て
い
る
の
で
す
か
？

国
と
県
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
行
動
計
画
と
各
種
対
策

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
対
策
の
推

進
と
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
当

市
に
お
い
て
も
、職
員
の
研
修
を
実
施
し
、

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
な
ど
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
感
染
の

拡
大
を
防
ぎ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
対
策
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｑ
＆
Ａ　
シ
リ
ー
ズ
１

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
の
危
機
が
世
界
で
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
正
し
く
理
解
し
、
適
切
な
危
機
感
を
も
っ
て
準
備
し
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
、

自
分
と
家
族
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

◇◆◇咳エチケット◇◆◇
○咳、くしゃみをするときは、ティッシュなどで鼻と口を押さえ、他の人

から顔をそむけて１ｍ以上離れましょう。
○鼻汁、たんなどを含んだティッシュはすぐにフタ付のごみ箱に捨てましょう。
○咳をしている人にマスクの着用をお願いしましょう。

新型インフルエンザに関する詳しい情報

厚生労働省
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/index.html
国立感染症情報センター
http://idsc.nih.go.jp/disease/in fluenza/05pandemic.html
長野県
http://www.pref.nagano.jp/eisei/hokenyob/shinin f.htm



　

家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
は
、
毎
年

1
月
1
日
に
存
在
す
る
も
の
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

平
成
20
年
中
に
課
税
さ
れ
て
い
る
家

屋
を
一
部
分
で
も
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

床
面
積
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す
。
届
け
出
が
な
い
場

合
に
は
、
翌
年
度
も
引
き
続
き
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
、ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
届
け
出
方
法　

各
総
合
支
所
地
域
支

援
課
備
え
付
け
の
「
家
屋
取
り
壊
し

申
告
書
」に
記
入
し
て
い
た
だ
く
か
、

資
産
税
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。な
お
、取
り
壊
し
申
告
書
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問

資
産
税
課
家
屋
係

　
（
72
・
３
１
１
１ 

72
・
８
３
４
０
）

　

安
曇
野
市
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

多
彩
で
活
力
あ
る
地
域
農
業
の
振
興
を

目
指
し
、「
元
気
な
地
域
農
業
を
考
え
る

集
い
」を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、集
落

営
農
組
織
の
運
営
に
つ
い
て
の
講
演
会

で
す
。
地
元
の
営
農
組
合
の
設
立
に
尽

力
し
代
表
を
務
め
て
い
る
専
門
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
成
功
談
を
お
聞
き
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
20
日
（
土
）
午
後
1
時

　

30
分
～
4
時
（
受
付 

午
後
1
時
～
）

■
場
所　

堀
金
公
民
館
講
堂

■
内
容

・
講
師　

上
田 

栄
一
さ
ん（
滋
賀
県
農

業
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー
普
及
部
長
）

・
演
題「
み
ん
な
で
楽
し
く
集
落
営
農
」

問

農
政
課
農
政
係

　
（
77
・
３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）

　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
同

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
味
噌
加
工
機
器
の
正

し
い
使
用
方
法
と
加
工
技
術
を
習
得
す

る
味
噌
加
工
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
研
修
会
を
受
講
す
る
と
グ
ル
ー

プ
で
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
味

噌
加
工
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
リ

ー
ダ
ー
が
グ
ル
ー
プ
に
１
人
い
れ
ば
利

用
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
日
時

▽
1
月
22
日
（
木
）

　

午
後
0
時
30
分
～
4
時
30
分

▽
1
月
23
日
（
金
）

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

▽
1
月
24
日
（
土
）

　

午
前
9
時
～
正
午

■
場
所　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

市
内
在
住
で
３
日
間
受
講
で

き
る
人

■
持
ち
物　

室
内
用
の
長
靴
・
三
角
き
ん

■
申
し
込
み　

12
月
5
日
（
金
）
～
15

日
（
月
）
ま
で
に
左
記
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

作
業
が
で
き
る
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
は
無
料
で
す

が
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問

産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

　
（
72
・
３
１
１
１ 

72
・
８
３
４
０
）
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長
野
県
労
働
委
員
会
で
は
、
会
社
か

ら
納
得
で
き
な
い
理
由
で
突
然
解
雇

（
リ
ス
ト
ラ
）
さ
れ
た
、パ
ー
ト
で
働
い

て
い
る
が
何
の
説
明
も
な
く
時
給
を
さ

げ
ら
れ
た
、
配
転
命
令
を
出
し
た
が
従

業
員
に
納
得
し
て
も
ら
え
な
い
な
ど
、

労
働
者
個
人
と
事
業
主
間
の
ト
ラ
ブ
ル

を
解
決
す
る
た
め
の
「
あ
っ
せ
ん
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き
は
簡
単
・
無

料
で
、
労
使
双
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
長
野
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
（
０
２
６
･
２
３
５
･
７
４
６
８

　

０
２
６
･
２
３
５
･
７
３
６
７
）

　

市
で
は
、司
法
書
士
に
よ
る
登
記
・
法

律
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
土
地

や
建
物
の
相
続
・
贈
与
・
売
買
な
ど
、不

動
産
の
権
利
登
記
や
、
会
社
・
法
人
な

ど
の
設
立
・
変
更
・
解
散
な
ど
の
登
記
、

裁
判
所
へ
の
提
出
書
類
の
作
成
な
ど
、

関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま

す
。相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
相
談
日　

12
月
18
日
（
木
）

午
前
9
時
～
正
午

午
後
1
時
～
4
時

■
場
所　

豊
科
公
民
館
２
階
小
会
議
室

■
申
し
込
み　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

直
接
会
場
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
今
後
の
予
定　

　

第
４
回　

3
月
19
日
（
木
）

問

都
市
建
設
部
監
理
課

　
（
72･

３
１
１
１ 

72･

８
３
４
０
）

　

農
業
委
員
会
事
務
局
で
は
出
張
相
談

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
相
談
日

1
月　

6
日
（
火
）・
7
日
（
水
）

　
　
　

8
日
（
木
）

2
月　

5
日
（
木
）・
6
日
（
金
）

　
　
　

9
日
（
月
）

3
月　

5
日
（
木
）・
6
日
（
金
）

　
　
　

9
日
（
月
）

い
ず
れ
も
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
15
分

■
場
所　

各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

問

農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
77
・
３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）

　

い
じ
め
ら
れ
て
悩
ん
で
い
る
、
い
じ

め
を
見
か
け
た
け
れ
ど
、
ど
う
し
た
ら

い
い
か
分
か
ら
な
い･･･

。
そ
ん
な
時
、

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

１
人
で
も
多
く
の
人
が
悩
み
や
苦
し
み

か
ら
立
ち
直
る
こ
と
を
願
っ
て
、
教
育

現
場
の
経
験
者
（
学
校
教
育
指
導
員
）

が
、
皆
さ
ん
の
ご
相
談
に
対
応
い
た
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

り
ま
す
。
匿
名
で
の
ご
相
談
も
可
能
で

す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
時
間　

毎
週
月
～
金
曜
日

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
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本

堀

豊 穂 三県安曇野庁舎市役所本庁舎 豊科総合支所 穂高総合支所 三郷総合支所

堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健

お

ら

せ

知

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

資
産
税
課
へ

味
噌
加
工
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修
会

元
気
な
地
域
農
業
を

考
え
る
集
い

寄附・寄贈のお礼【敬称略】
（平成20年10月1日～11月7日）

◆飯沼 信義（東京都）　100,000 円　ＣＤ「穂高の四季」200 枚　 
　（安曇野髙橋節郎記念美術館に役立てるため）
◆穂高ライオンズクラブ会長 佐々木 一夫　150,000 円
　（穂高地域小中学校５校の図書購入費として）
◆（株）ハーモニック・ドライブ・システムズ
　代表取締役社長 笹原 政勝　1,197,000 円
　（市内中学校７校の図書購入費として）

平成 21年版 県民手帳の販売開始私立高等学校へ通う生徒の保護者の皆さんへ
Information
B O X

Information
B O X

　平成 21 年度版 長野県民手帳の販売が始まりましたのでご利用ください。
■主な内容　【日記編】県歌、七曜表、月別行事予定表（横けいスタイル）、日記など
　　　　　　【資料編】市町村別・都道府県別主要統計など【名簿編】県機関一覧、県内
　　　　　　主要団体・機関など【生活編】簡易用語、県内の道の駅、宿泊施設ほか
■販売価格　１冊 500 円（税込み）
■取扱書店　現金屋紙店（三郷）、降旗書店（穂高）、美春屋酒店（三郷）、宮澤屋商店（堀金）
　　　　　　明金堂書店（明科）、蔦屋書店豊科店（豊科）、平安堂あづみ野店（豊科）、平安堂安曇野文具館（豊科）、
　　　　　　未来屋書店穂高店（穂高）《50 音順》《予約販売と店頭販売があります。》
　　　　　　県内の一部コンビニエンスストア（セブンイレブン、ローソン、サークルＫ）でも販売しています。
問長野県統計協会（ 026･232･0111）または 企画政策課情報統計係（ 71･2000 72･1223）

　市では、私立高等学校へ通学する生徒を持つ保護者の負担を軽減するために、補助金を支給します。該当す
る皆さんには、郵送または学校長を通じて必要書類をお届けします。案内をご確認のうえ申請してください。
なお、通知が届かない場合や不明な点がある場合は、下記までお問い合わせください。
■支給条件　市内に住所を有し、私立高等学校へ通学する生徒
■支 給 額　１人２万円
■申し込み　12 月 19 日（金）までに下記へ申請してください。
問 学校教育課学校庶務係（ 62･3001 62･5721）

談

相職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の

労
働
者
・
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

司
法
書
士
に
よ
る
登
記
・
法
律

無
料
相
談

農
業
委
員
会
事
務
局

出
張
相
談
日

い
じ
め
を
受
け
た
ら

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

いじめに関する専用電話

いじめ相談ホットライン
電話：0263-62-3521

※相談室（明科総合支所北庁舎１階）で直接相談 
　もお受けします。
問 学校教育課学校教育係
　（ 62･0133 62･5721）



　

県
社
会
福
祉
協
議
会
と
県
福
祉
人
材

研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
福
祉
施
設

等
代
替
職
員
人
材
バ
ン
ク
事
業
を
開
始

し
ま
し
た
。こ
の
バ
ン
ク
事
業
は
、社
会

福
祉
施
設
な
ど
の
職
員
が
産
休
・
育
休
、

長
期
研
修
な
ど
で
長
期
に
わ
た
っ
て
継

続
す
る
休
暇
を
必
要
と
す
る
場
合
、
そ

の
代
替
職
員
の
確
保
を
容
易
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
代
替
職
員

と
し
て
就
労
を
希
望
す
る
人
が
求
職
登

録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
を
必
要
と

す
る
施
設
な
ど
に
そ
の
求
職
情
報
を
提

供
し
ま
す
。
福
祉
の
仕
事
を
お
探
し
の

人
や
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み　

左
記
ま
で
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://w
w

w
.ns

yakyo.or.jp/

問
長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会

長
野
県
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

（
０
２
６
・
２
２
６
・
７
３
３
０

０
２
６
・
２
２
７
・
０
１
３
７
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、「
よ
ろ

ず
相
談
所
」
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
豊
科
・

明
科
地
域
を
担
当
し
て
い
る
東
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
穂
高
健
康
支
援

セ
ン
タ
ー
に
設
け
て
い
ま
し
た
が
、
市

民
の
利
便
性
を
考
え
て
こ
の
ほ
ど
豊
科

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
移
転
し
ま
す
。

■
移
転
時
期　

3
月
1
日
（
予
定
）

■
移
転
場
所  

豊
科
保
健
セ
ン
タ
ー
内

問

高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係
内

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
81
・
０
７
６
０ 

81
・
０
７
０
３
）

　

確
定
申
告
の
際
に
お
む
つ
領
収
書
と

一
緒
に「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」を
添
付

す
る
こ
と
で
、
医
療
費
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
証
明
書
の
発
行
を
希
望
す
る

る
場
合
は
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

に
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

６
カ
月
以
上
寝
た
き
り
状

態
に
あ
る
人
。
ま
た
は
、
同
様
の
状

態
と
認
め
ら
れ
る
人
で
医
師
が
お
む

つ
の
使
用
が
必
要
で
あ
る
と
証
明
し

た
人
。

※
初
め
て
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
場

合
は
、
主
治
医
に
作
成
し
て
も
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※
２
回
目
以
降
申
請
す
る
人
で
、
介
護

保
険
の
主
治
医
意
見
書
で
、
お
む
つ

の
必
要
性
が
確
認
で
き
る
場
合
に
は

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」の
代
わ
り
に
、

市
が
「
主
治
医
意
見
書
の
内
容
確
認

し
た
書
類
」
を
発
行
し
ま
す
。

問
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
福
祉
係

　

市
で
は
、
納
税
者
自
身
ま
た
は
控
除

対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
が
、
所
得
税

法
上
の
障
害
者
に
当
て
は
ま
る
場
合
に

は
、
身
体
障
害
者
に
準
ず
る
者
な
ど
と

し
て
市
福
祉
事
務
所
長
の
認
定
を
受
け

る
こ
と
で
、
一
定
の
金
額
の
所
得
控
除

（
障
害
者
控
除
）を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
障
害
者
控
除
対
象
者
と
控
除
額

・
年
齢
65
歳
以
上
で
平
成
20
年
12
月
31

日
現
在
、
介
護
保
険
法
の
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
人
。（
表
１
参
照
）

■
申
請
方
法　

各
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
窓
口
に
あ
る
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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問

高
齢
者
介
護
課
介
護
支
援
係

　
（
82
・
３
１
３
１ 

82
・
６
６
２
２
）

※
知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
・
身
体

障
害
者
・
戦
傷
病
者
等
の
手
帳
を
有

し
て
い
る
人
は
、
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
の
交
付
は
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

松
本
保
健
所
と
障
害
者
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
、
中
信
エ
リ
ア
精

神
障
害
者
退
院
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。
と
も
に
地
域
で
生
活
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
ま
し

ょ
う
。

■
日
時　

12
月
10
日
（
水
）

午
前
10
時
～
12
時
30
分

（
受
付 

午
前
9
時
30
分
）

■
場
所　

松
本
合
同
庁
舎
講
堂

■
対
象
者　

一
般
市
民
・
精
神
障
害
当

事
者
・
家
族
・
民
生
児
童
委
員
・
行

政
・
精
神
科
医
療
機
関
関
係
者
・
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
関
係

者
ほ
か

▽
講
演
会　

演
題
「
生
活
支
援
に
望
む
こ
と

　
　

 

～
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
か
ら
～
」

講
師　

長
野
県
障
害
者
支
え
あ
い
支

援
事
業
協
力
員

▽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
精
神
障
害
者
退

院
支
援
の
現
状
～
中
信
エ
リ
ア
の
実

際
～
」・
家
族
の
立
場
か
ら
・
相
談
者

の
立
場
か
ら
・
行
政
の
立
場
か
ら
・

精
神
科
医
療
機
関
の
立
場
か
ら

問
松
本
保
健
所
健
康
づ
く
り
支
援
課

　
（
40･

１
９
３
８ 

47･

９
２
９
３
）

　

ま
た
は

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
（
81･

０
７
２
４ 

81･

０
７
０
３
）

　

１
月
１
日
か
ら
長
野
県
消
費
生
活
条

例
が
施
行
に
な
り
ま
す
。
条
例
で
は
、

私
た
ち
消
費
者
の
「
権
利
の
確
立
」
と

「
自
立
支
援
」を
基
本
に
消
費
者
施
策
の

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
や
事
業
者
の
責
務
や
消

費
者
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
不
当
な
取
引
行
為
に
よ
る
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
、
商
品
な
ど
が
消
費
者
に
お

よ
ぼ
す
危
害
の
防
止
な
ど
、
県
や
事
業

者
が
と
る
べ
き
措
置
な
ど
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

長
野
県
消
費
生
活
条
例
の
ポ
イ
ン
ト

①
消
費
者
の
権
利
や
県
・
事
業
者
・
消

費
者
の
責
務
と
役
割
を
明
記
。

②
法
の
抜
け
穴
を
狙
う
「
不
当
な
取
引

行
為
」
を
禁
止

③
県
に
調
査
・
勧
告
・
公
表
の
権
限
を

付
与
し
、
実
効
性
を
確
保

④
最
近
の
法
改
正
に
対
応
し
た
新
た
な

取
組
を
規
定

問
県
生
活
文
化
課

　
（
０
２
６
･
２
３
５
･
７
１
７
２
）
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情報ボックス
Information Box

本

堀

豊 穂 三県安曇野庁舎市役所本庁舎 豊科総合支所 穂高総合支所 三郷総合支所

堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健

祉

福
・

康

健社
会
福
祉
施
設
な
ど
の

人
材
バ
ン
ク
事
業

東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
移
転
し
ま
す

医
療
費
控
除

（
お
む
つ
使
用
証
明
書
）

障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
交
付

行政委員会地域公民館 教育委員と固定資産評価審査委員を紹介します明科公民館長を紹介します

　任期満了に伴う教育委員と固定資産評価審査委員の
人事案が 9 月 29 日に行われた議会定例会に提出され、
それぞれ議会の同意を得て決まりました。
　教育委員は、野本教

み ち こ

子氏が再任されました。任期は、
平成 24 年 11 月 8 日までの 4 年間です。
　固定資産評価審査委員は、松澤昭雄氏が退任し、新
たに鳥原寛

ひ ろ み

海氏が選任されました。任期は、平成 23 年
11 月 8 日までの 3 年間です。

　市教育委員会は、退任した明科公民館長 丸山宗
むねあき

昭氏に代わり、11 月 1 日付で
浅見郁

い く こ

子氏を任命しました。任期は平成 22 年 10 月 31 日まで。
　本年度から、５地域の公民館長は公募または推薦により選ばれ、各公民館では
地域の特色を生かした活動が行われています。また、地域づくりの拠点となる公
民館運営を目指すため、本年度から公民館長は常勤的非常勤となったほか、20 万
円までの予算の執行ができるようになりました。

教育委員

野本 教子（再任） 鳥原 寛海（新任）浅見 郁子（新任）

固定資産評価審査委員明科公民館長

精
神
障
害
者
退
院
支
援

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

消
費
生
活
の
新
し
い
ル
ー
ル

表 1
状態 控除額

障
害
者

日常生活を遂行する能力の中で、体幹の機能障害が
あり全般的に不安定さが見られ、生活の一部につい
て部分的介護を要する人。要介護１以上で直近の認
定調査表・主治医意見書等をもとにした障害高齢者
の日常生活自立度（寝たきり度）または認知症高齢
者の日常生活自立度で判断する

所得税 27 万円
住民税 26 万円

特
別
障
害
者

日常生活活動の食事、排せつ、着替えのいずれにお
いても介護者の援助を全面的に必要とし、１日中ベ
ットの上で過ごす状態である要介護３以上の人

所得税 40 万円
住民税 30 万円
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期
間
前
の
申
告
相
談
会

　

2
月
2
日
～
13
日
ま
で
開
催

　

平
成
20
年
中
の
所
得
等
に
係
る
市
県

民
税
の
申
告
期
間
は
、2
月
16
日
（
月
）

～
3
月
16
日（
月
）ま
で
で
す
。期
間
中
、

市
で
は
申
告
納
税
相
談
会
を
設
け
ま
す
。

ま
た
、
期
間
前
の
申
告
相
談
会
を
左
表

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
申
告
相
談
会

の
詳
細
は
１
月
21
日
発
行
の
「
広
報
あ

づ
み
の
」
に
掲
載
し
ま
す
。
営
業
、
農

業
、
不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ
る
人
は

申
告
前
に
収
支
内
訳
書
の
作
成
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
毎
年
、
申
告
期
間
が
終

了
に
近
づ
く
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

お
早
め
の
申
告
相
談
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

　

市
県
民
税
の

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　

平
成
11
年
か
ら
18
年
末
の
間
に
住
宅

に
入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
受
け
て
い
る
人
で
、
平
成

20
年
分
の
所
得
税
か
ら
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
が
引
き
き
れ
て
い
な
い
人
は
、

申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
翌
年
度
の

市
県
民
税
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は

毎
年
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
1

月
5
日
（
月
）
か
ら
申
告
で
き
ま
す
の

で
、
申
告
書
を
市
民
税
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
税
務
会
計
窓
口
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

所
得
税
の
還
付
申
告
は

　

1
月
5
日
か
ら
受
付

　

給
与
所
得
者
で
年
の
中
途
で
退
職
し
、

そ
の
後
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
、

ま
た
、
年
末
調
整
の
と
き
に
申
告
も
れ

の
控
除
が
あ
る
人
、
医
療
費
控
除
、
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を
受
け
る

な
ど
し
て
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が

還
付
に
な
る
人
な
ど
は
、
還
付
申
告
を

1
月
5
日
（
月
）
か
ら
松
本
税
務
署
で

行
え
ま
す
。
2
月
16
日
～
3
月
16
日
ま

で
の
申
告
期
間
中
は
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
お
早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ｅ‐Ｔａｘ（
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）

　

で
申
告
し
ま
せ
ん
か

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
り
、
自
宅
か
ら
所

得
税
な
ど
の
申
告
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
所
得
税
の
申
告
で
は
、
一
定
の

書
類
の
添
付
が
不
要
に
な
る
ほ
か
、
今

年
に
限
り
、
初
め
て
申
告
さ
れ
る
人
は

最
高
５
、
０
０
０
円
を
所
得
税
額
か
ら

控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
申

告
に
は
事
前
に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

と
電
子
証
明
書
の
取
得
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
お
早
め
の
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.e-tax.nta.go.jp/

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
）
な
ど
の
電
子
申
請
を
す
る
際
は
、

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め

の
申
請
者
の
本
人
確
認
（
電
子
証
明
書
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
電
子
証
明
書
は
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
に
格
納
し
て
交
付
し
ま
す
。

確
定
申
告
期
間
が
近
づ
く
と
、
交
付
窓
口
が

大
変
込
み
合
い
、
長
時
間
お
待
た
せ
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
電
子
証
明
書
を

ス
ム
ー
ズ
に
交
付
す
る
た
め
、一
定
期
間
「
予

約
発
行
」
を
実
施
し
ま
す
。
お
急
ぎ
の
皆
さ

ん
に
は
、
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
予
約
期
間　

平
成
21
年
1
月
5
日
（
月
） 

　

～
3
月
16
日
（
月
）

■
予
約
方
法　

各
総
合
支
所
内
市
民
福
祉
課

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に

発
行
予
約
日
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

■
受
付
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
時
間
外
・
土
日
・
祝
祭
日
の
受
け
付
け
は

で
き
ま
せ
ん
。

■
電
子
証
明
書
発
行
に
必
要
な
も
の

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
カ
ー
ド
を
お
持

ち
で
な
い
場
合
は
、
別
途
交
付
申
請
が
必

要
で
す
）

・
顔
写
真
付
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

・
電
子
証
明
書
発
行
手
数
料
５
０
０
円

■
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
環
境
の

パ
ソ
コ
ン
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

（
別
売
）
を
接
続
し
ま
す
。
次
に
、
利
用

者
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
ソ
フ
ト
を
公
的
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
ま
す
。

▽
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
各
種
情
報

や
、
利
用
に
必
要
な
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ラ
イ
タ
な
ど
の
内
容
は
、
左
記
の
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（

http://w
w

w
.jpki.go.jp

）

問

市
民
課
市
民
係

　
（
82
・
３
１
３
１ 

82
・
６
６
２
２
）

　

償
却
資
産
っ
て
、
な
に
？

　

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
と
は
、
会

社
や
個
人
で
事
業
を
営
む
人
が
、
そ
の

事
業
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
、土
地
・

家
屋
以
外
の
機
械
・
器
具
・
備
品
な
ど

を
い
い
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
申
告
を

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋
の
ほ

か
に
償
却
資
産
も
課
税
対
象
に
な
っ
て

い
ま
す
。
毎
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内

に
償
却
資
産
を
所
有
す
る
人
は
申
告
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
告
用
紙
を
12

月
8
日
に
発
送
し
ま
す
。
新
規
事
業
者

な
ど
で
用
紙
が
届
か
な
い
、
用
紙
が
不

足
し
た
な
ど
の
場
合
は
資
産
税
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
申
告
期
限
は
１
月
末

日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
早
め
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

耐
用
年
数
が
変
わ
り
ま
し
た

　

本
年
は
耐
用
年
数
省
令
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
実
態
に
即
し
た
使
用
年
数
を

基
に
、
資
産
区
分
を
整
理
す
る
と
と
も

に
法
定
耐
用
年
数
の
見
直
し
が
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。
特
に
機
械
お
よ
び
装
置

に
つ
い
て
は
従
前
の
３
９
０
区
分
が
55

区
分
に
お
お
ま
か
に
分
類
さ
れ
ま
し

た
。
構
築
物
に
「
農
林
業
用
の
も
の
」

が
器
具
お
よ
び
備
品
に
「
き
の
こ
栽
培

用
ほ
だ
木
」・「
無
人
駐
車
管
理
装
置
」

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
既

存
資
産
を
含
め
て
、
平
成
21
年
度
か
ら

改
正
後
の
耐
用
年
数
が
適
用
と
な
り
ま

す
。
改
正
後
の
評
価
額
の
計
算
は
、
前

年
度
（
平
成
20
年
度
）
の
評
価
額
を
基

に
改
正
後
の
耐
用
年
数
を
用
い
て
当
年

度
（
平
成
21
年
度
）
の
評
価
額
を
求
め

る
方
法
に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。（
取

得
当
初
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
再
計
算
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

前
年
と
同
じ
で
も

　

申
告
は
必
要
な
の
？

　

毎
年
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

資
産
の
多
少
・
金
額
の
大
小
に
か
か
わ

ら
ず
該
当
す
る
資
産
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
特
に
本
年
は
耐
用
年
数
が
変
更

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
す
べ
て
の
資
産

の
再
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

市県民税など　資産税など　　
2 月 16 日（月）～ 3月 16 日（月）

税の申告の準備はお早めに償却資産の申告お早めに
■期間前の市民税申告相談会

会場 期間
三郷総合支所
３階講堂

2月2日（月）
～13日（金）（土日祝日除く）

堀金総合支所
別館大会議室 2月2日（月）～6日（金）

明科総合支所
２階大会議室

2月9日（月）
～13日（金）（祝日除く）

※いずれの会場へお出掛けいただいても
　構いません。

○市県民税の申告に関する相談
○市民税の住宅ローン控除に関するご相談
問 市民税課（ 72･3111 72･8340）

○所得税の還付申告に関する相談
○ e-Tax に関するご相談
問松本税務署（ 32･2790）

○償却資産の申告に関する相談
問 資産税課（ 72･3111 72･8340）

電子証明書の予約発行、手続きはお早めに
ｅ -Ｔａｘを始める前に電子証明書が必要です

■具体的な償却資産の例
業種 主な償却資産

共通

受変電設備・自家発電設備・内装・パソコン・コピー機・エアコ
ン・テレビ・応接セット・キャビネット・レジスター・金庫・看板・
自動販売機・外構（門・塀・フェンス）・緑化設備（植え込み・庭
園）・舗装路面・屋外照明電気設備・トレーラーハウスなど、ただ
し、自動車税または軽自動車税の対象となっている自動車等は除
きます。

事務所 ロッカー・タイムレコーダーなど
小売業 陳列棚・ケース・冷蔵庫など
飲食店 カウンター・厨房設備・放送設備など
工場・作業所 旋盤・プレス機・金型・溶接機など
建設業 ポンプ・コンクリートカッター・ブロックゲージなど
理容・美容業 理美容椅子・洗面設備・タオル蒸器・ドライヤーなど
クリーニング業 洗濯機・脱水機・乾燥機・プレスなど
医院・診療所 ベッド・医療機器など
駐車場業 路面舗装・駐車装置など
不動産賃貸業 通信放送機器・消火器など

農業

温室・わさび田用ハウス・ビニールハウス・畜舎・給餌機・耕
うん機・田植機・もみすり機・乾燥機など。ただし、トラクタ
ー・乗用装置付のコンバインなどの農耕作業者は、軽自動車税
の対象のため原則的には申告対象外ですが、最高速度が 35㌔
㍍以上のものは、償却資産の対象となりなす。
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イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド

イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド

「昼下がりの雲 高根ヶ原」
撮影者：田淵行男

田淵行男記念館

国営アルプスあづみの公園貞享義民記念館

豊科勤労者総合スポーツ施設体育館

穂高会館内社会教育課スポーツ振興係

碌山公園研成ホール

※安曇野アートライン美術館展の詳しいお問い
合わせは、安曇野アートライン事務局（安曇
野髙橋節郎記念美術館）

（ 81･3030 82･0551）

安曇野市商工会

問（  72･9964）

問（ 71･5511） http://www.azumino.go.jp/問（ 77･7550 77･7551）

問（  73・3011）

問（ 82・5970 82・3990）

問（  82･0769）

問（ 87･9750 72･8491）（ http://www.azumino-biz.net/）

田淵行男記念館企画展 遥かなる大
だいせつ

雪～北の大地に舞う～

イルミネーション森の光物語地域の芸術家　千村政夫遺作展岡本諒一小品展　安曇野の逍遥・秋

第４回 安曇野アートライン美術館展

きっと好きになる安曇野グルメ！

　後期の大作「大雪の蝶」
（1978 年朝日新聞社刊）に
収められた作品を詩やエッ
セーとともに、大雪山とそ
こに生息する蝶たちを撮影
した作品を中心に紹介して
います。

　軽い変形ボールを使
用したバレーボール型
の楽しいニュースポー
ツです。年齢に関係な
く、誰にでも気軽に楽
しめます。大勢の皆さ
んのご参加をお待ちし
ています。

　約 20 万球のイルミネーションが園内を彩りま
す。土日を中心に熱気球の体験搭乗や、森の音
楽会、イルミネーションウインクなどのイベン
トも開催します。詳しくはお問い合わせください。

　貞享義民記念館では地域の芸術家をシリーズで
紹介しています。今回は義務教育教員の傍ら、一水
会会友として活躍した千村政夫の作品を紹介します。

　2008 年、春・夏につづいて本年３回目の小品
展です。（テーマ：広場のある風景）

■会　期　12月3日（水）～25日（木） 9：00～17：00
■休館日　毎月曜日・24日（水）
■場　所　貞享義民記念館企画展示室
■入場料　無料

■日　時　12月12日（金）～14日（日）10：00～17：00
　　　　　（最終日は16：00まで）
　イタリアの歌プレゼント12月13日（土）15：00～
　16：00（歌のプレゼントは申し込みが必要）
■入場料　無料 ※詳しくは下記へお問い合わせく
　　　　　ださい。岡本さん（ 090･1829･1431）

　アートラインに加盟する美術館などの収蔵作
品を一堂に展示します。期間中、加盟館を巡る
スタンプラリーも開催。スタンプを集めた皆さ
んには加盟館のミュージアムグッズや招待券を
贈呈します。冬の美術館で安曇野ゆかりの作品
に触れてみませんか。

　市商工会では、国営アルプスあづみの公園「森の光物語」イベントとタイアッ
プした「きっと好きになる　安曇野グルメ」を開催します。国営公園のイルミ
ネーションイベント期間である 11 月 22 日（土）～ 12 月 28 日（日）まで、市
内の飲食店において、信州サーモン丼や信州サーモンを使った料理、オニオンフラワーなどを提供します。
取り扱いの飲食店など詳しくは、市商工会ホームページをご覧ください。

■会　期　開催中　2 月22日（日）まで
■場　所　田淵行男記念館
■観覧料　大人 300（200）円、小中生 200（100）
　　　　　円 ※（　）内は 20 名以上の団体料金
■休館日　月曜日（祝日の場合開館）、祝日の翌日、
　　　　　年末年始《12月28日（日）～1月5日（月）》

■期間　12月28日（日）まで　■休園日　11月25日
（火）、12月1日（月）・8日（月）・15日（月） ■開園時間 

9：30～20：00（ライトアップ時間16：00～20：00）
■入園料　16：00まで大人400円、小人80円、幼児無料
※団体割引あり 16：00以降観覧料（入園料含む）
　大人280円、小人50円、幼児無料

■期　間　11月22日（土）～12月26日（金）
■場　所　国営アルプスあづみの公園テーマ展示館 
■入館料　無料（公園入園料も無料）

安曇野ブランド推進室

三郷公民館

問（ 77･3111 77･6060）
　（ azumino-brand@city.azumino.nagano.jp）

問（ 77･2109 76･3077）

第 3回 安曇野ブランド発見ウオーク

ワンバウンドふらばーるバレーボール講習会

自然食品を使った料理教室

　安曇野の持つ自然、歴史・文化などの魅力を再発
見するため、初冬の安曇野を散策してみませんか！
ウオーク終了後は、ぬかくどで炊いたおにぎりと、
秋の味覚いっぱいの味噌汁を提供します。

　地元産の自然食品を使った料理を作ってみま
せんか。七草がゆ、潮汁、あずきごはん、こいこく。
化学調味料などを一切使わずにおいしく仕上げ
ます。初回はお正月向きのものなど、開催日や食
材の旬をみて、その時期にふさわしい料理を取り
上げます。

■日　　時　12 月 14 日（日）9：00 ～ 13：00
■集合場所　田淵行男記念館
■行　　程　豊科・穂高地域を散策します
■参 加 費　１人 300 円（保険料・昼食材料費）
■定　　員　15 組（先着順）
　　　　　　ご家族以外の組は１組３人まで
■持 ち 物　水筒、箸、おわん、雨具
■申し込み　12 月 4 日（木）～ 12 月 10 日（水）ま

での平日 午前 8：30 ～ 17：15 の間に
電話、FAX、Ｅメールで受け付け

豊科地域　
■日　程　12月10日（水）・24日（水）、１月14日（水） 

21日（水）・28日（水）、2月4日（水）・18日
（水）、3月4日（水）・18日（水）

■時　間　19：30～21：30
■場　所　豊科勤労者総合スポーツ施設体育館
■講　師　市体育指導委員他
■対　象　一般　豊科地区公民館
■保険料　公民館総合保障制度適用のため不要 
※豊科地域では、地区公民館対抗球技大会の種目
　となります。

穂高地域
■日　程　12月11日（木）・25日（木）、1月8日（木）

22日（木）、2月12日（木）・26日（木）
3月12日（木）

■時　間　19：30 ～ 21：00
■場　所　穂高総合体育館
■講　師　市体育指導委員他
■対　象　一般
■保険料　公民館総合保障制度適用のため不要

■日時　12月17日、1月7日・21日、2月4日・18日、
　　　　3月4日（すべて水曜日）10：00～12：30
■場所　三郷公民館調理実習室
■講師　山本則子さん　■定員　18 人（先着順）
■料金　受講料 1,200 円（200 円×６回）、材料費
１回当たり 300 ～ 500 円　■持ち物　エプロン、
三角きん　■申し込み　8：30 ～ 17：15 電話の
みで 12月８日（月）～12日（金）受け付け
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調査学年 学校数 児童数
６学年 10校（実施率 100％） 924 人

調査学年 学校数 児童数
３学年 ７校（実施率 100％） 840 人

【
小
学
校
の
傾
向
と
課
題
】

　

国
語
で
は
、
言
語
に
つ
い
て
の
知

識
に
関
し
て
は
お
お
む
ね
理
解
し
て

い
る
が
、
読
む
こ
と
に
関
し
て
、
情

報
な
ど
を
的
確
に
読
み
取
り
説
明
す

る
力
や
目
的
に
応
じ
て
必
要
な
情
報

を
取
り
出
し
整
理
活
用
す
る
力
を
い

っ
そ
う
伸
ば
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

日
常
か
ら
読
む
こ
と
の
習
慣
づ
け
が

課
題
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

算
数
で
は
、
計
算
問
題
に
関
し
て

は
お
お
む
ね
理
解
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
一
方
、
量
と
測
定
の
問
題

や
図
形
の
問
題
に
関
し
て
、
情
報
を

整
理
選
択
し
筋
道
を
立
て
て
考
え
る

力
や
、
判
断
の
理
由
を
記
述
し
た
り

し
て
表
現
で
き
る
力
を
い
っ
そ
う
伸

ば
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
数
学
的
な

考
え
方
を
伸
ば
す
こ
と
が
課
題
と
思

わ
れ
、
総
じ
て
活
用
す
る
力
を
伸
ば

す
こ
と
が
課
題
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
中
学
校
の
傾
向
と
課
題
】

　

国
語
で
は
、
漢
字
の
読
み
、
書
き

に
関
す
る
問
題
お
よ
び
相
手
に
対
応

し
な
が
ら
話
す
、
聞
く
問
題
な
ど
で

は
お
お
む
ね
理
解
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
一
方
、
読
む
こ
と
、
書
く

こ
と
の
問
題
で
、
資
料
に
書
か
れ
て

い
る
情
報
の
中
か
ら
必
要
な
内
容
を

選
び
、
伝
え
た
い
事
柄
が
明
確
に
伝

わ
る
よ
う
に
書
く
力
、
お
よ
び
論
理

の
展
開
に
着
目
し
、
評
価
・
批
評
す

る
力
を
い
っ
そ
う
伸
ば
す
こ
と
が
課

題
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

数
学
で
は
、
計
算
問
題
は
お
お
む

ね
理
解
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

数
量
関
係
の
問
題
で
、
予
想
し
た
事

柄
を
説
明
す
る
力
や
複
数
の
事
象
を

統
合
的
に
と
ら
え
共
通
す
る
考
え
を

見
い
だ
す
力
を
い
っ
そ
う
伸
ば
す
こ

と
が
課
題
と
思
わ
れ
ま
す
。
総
じ
て

活
用
す
る
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
課
題

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

１
．
学
習
状
況
調
査
か
ら
見
ら
れ
る
傾
向

小
・
中
学
校
と
も
に
、
全
国
お
よ
び
長
野

県
の
実
態
と
比
べ
て
よ
い
傾
向
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
中
で
も
、
朝
食
を
毎
朝
食
べ
る
こ

と
や
適
度
な
睡
眠
時
間
、
あ
い
さ
つ
、
手
伝

い
が
で
き
る
な
ど
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
に

つ
い
て
は
、
よ
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
で
は
地
域

の
行
事
に
参
加
し
読
書
の
習
慣
も
あ
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ
な
ど
を
見

る
時
間
を
比
較
す
る
と
、
や
や
多
い
こ
と
、

家
庭
で
の
学
習
時
間
が
や
や
少
な
い
こ
と
が

小
中
共
通
の
傾
向
と
し
て
読
み
取
れ
ま
す
。

次
の
点
も
特
徴
で
す
。

小
学
校

▽
１
日
当
た
り
の
テ
レ
ビ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
る

時
間
が
や
や
多
い
▽
食
事
を
し
な
が
ら
テ

レ
ビ
を
見
て
い
る
▽
学
校
の
授
業
時
間
以

外
の
学
習
時
間
数
が
少
な
い
▽
家
で
学
校

の
授
業
の
復
習
を
す
る
こ
と
が
や
や
少
な

い
。

中
学
校

▽
決
ま
っ
た
時
刻
に
寝
た
り
起
き
た
り
す
る

習
慣
が
や
や
身
に
つ
い
て
い
な
い
▽
１
日

当
た
り
の
テ
レ
ビ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
る
時
間

が
や
や
多
い
▽
予
習
を
含
め
た
家
庭
学
習

が
や
や
少
な
い
。

２
．
学
力
調
査
結
果
と
学
習
状
況
調
査

　
　

結
果
と
の
関
連

　

学
力
調
査
結
果
と
学
習
状
況
調
査
と
の
関

連
を
見
る
と
、
次
の
項
目
に
お
い
て
高
い
正

答
率
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

比
較
的
正
解
率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
、
児

童
・
生
徒
の
様
子

小
学
校
に
お
け
る
一
部
の
例

▽
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
▽
家
で
学
校
の
宿
題

を
す
る
▽
適
度
な
睡
眠
時
間
が
と
れ
て
い

る
▽
起
床
・
就
寝
時
刻
が
適
度
で
あ
る
▽

学
校
で
好
き
な
授
業
が
あ
る
▽
学
校
で
友

達
に
会
う
の
が
楽
し
い
▽
地
域
の
行
事
に

参
加
し
て
い
る

中
学
校
に
お
け
る
一
部
の
例

▽
１
日
当
た
り
の
テ
レ
ビ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を

見
る
時
間
が
適
度
で
あ
る
▽
家
庭
学
習
が

習
慣
づ
い
て
い
る
▽
自
分
で
計
画
を
立
て

勉
強
し
て
い
る
▽
予
習
の
習
慣
が
身
に
つ
い

て
い
る
▽
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
関

心
が
あ
る

３
．
本
調
査
の
今
後
の
活
用
に
向
け
て

　

教
育
委
員
会
と
学
校
は
、
児
童
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
可
能
性
を
伸
ば
す
た
め
に
次
の
よ

う
な
指
導
・
支
援
を
し
ま
す
。

（
１
）
教
育
委
員
会
は

①
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
定
着
と
家
庭
学
習

の
定
着
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
、
学
校
、

家
庭
に
様
々
な
機
会
を
利
用
し
て
呼
び
か

け
て
い
き
ま
す
。

②
学
校
が
行
う
改
善
計
画
や
取
り
組
み
に
対

し
て
、
必
要
な
指
導
助
言
を
行
い
ま
す
。

③
教
育
課
題
に
つ
い
て
、
校
長
会
・
教
育
会

と
連
携
し
て
調
査
研
究
や
教
職
員
の
研
修

を
企
画
し
ま
す
。

④
指
導
方
法
の
改
善
を
支
援
し
、
学
習
効
果

を
よ
り
高
め
る
た
め
、
市
費
単
独
加
配
教

員
を
適
正
配
置
し
ま
す
。

（
２
）
学
校
は

①
右
記
①
と
同
様
に
、
基
本
的
な
生
活
習
慣

の
定
着
と
家
庭
学
習
の
定
着
な
ど
に
つ
い

て
家
庭
、
地
域
に
様
々
な
機
会
を
利
用
し

て
呼
び
か
け
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

②
児
童
生
徒
が
自
ら
の
課
題
を
知
り
、
そ
れ

を
改
善
し
、
よ
り
向
上
で
き
る
よ
う
に
、

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
と
各
家
庭
へ
適
切

に
指
導
助
言
、
ま
た
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

③
傾
向
や
課
題
を
把
握
し
、
指
導
内
容
や
指

導
方
法
の
改
善
に
生
か
し
ま
す
。

問

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　
（

62･

３
０
０
１ 

62･

５
７
２
１
）

【
学
力
調
査
結
果
と
学
習
状
況
調
査
結
果

と
の
関
連
の
傾
向
】

市内小学校 各教科区分の平均正答率の状況市内中学校 各教科区分の平均正答率の状況

国語Ａ（主として「知識」に関する問題）
全国（公立）より少し上回っており、
長野県（公立）よりやや上回っている。

国語Ａ（主として「知識」に関する問題）
全国（公立）並みで、長野県（公立）
よりやや下回っている。

国語Ａ（主として「知識」に関する問題）
全国（公立）より少し上回っており、
長野県（公立）よりやや上回っている。

国語Ｂ（主として「活用」に関する問題）
全国（公立）より少し下回っており、
長野県（公立）より下回っている。

算数Ａ（主として「知識」に関する問題）
全国（公立）および長野県（公立）より、
共にやや下回っている。

数学Ａ（主として「知識」に関する問題）
全国（公立）より少し上回っており、
長野県（公立）よりやや上回っている。

算数Ｂ（主として「活用」に関する問題）
全国（公立）および長野県（公立）より、
共にやや下回っている。

数学Ｂ（主として「活用」に関する問題）
全国（公立）より少し上回っており、
長野県（公立）よりやや上回っている。

平
成
20
年
度
全
国
学
力･

学
習
状
況
調
査

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
（
２
次
公
表
）

本
年
度
4
月
22
日
に
実
施
し
た
「
全
国
学
力･

学
習
状
況
調
査
」
結
果
の
１
次
公
表
に
つ

い
て
先
に
公
表
し
ま
し
た
が
、
学
力
調
査
結
果
と
学
習
状
況
調
査
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

　

の
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
公
表
し
ま
す
。

教科に関する調査
　

小
・
中
学
校
に
よ
り
多
少
異
な
り
ま
す
が
、共

通
し
て
、
予
習
・
復
習
・
宿
題
を
含
め
た
家
庭
学

習
の
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
る
児
童
・
生
徒
の

正
答
率
は
高
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

小
学
校
で
は
、お
お
む
ね
、朝
食
を
毎
朝
き
ち
ん

と
食
べ
る
な
ど
基
本
的
生
活
習
慣
が
身
に
つ
い

て
い
る
児
童
の
正
答
率
は
高
い
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。ま
た
中
学
校
で
は
、１
日
当
た
り

の
テ
レ
ビ
な
ど
を
見
る
時
間
が
適
度
で
あ
っ
た

り
、
読
書
が
習
慣
づ
い
て
い
た
り
す
る
生
徒
は

正
答
率
が
高
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

（11月 5日発行 「広報あづみの」に掲載したものを要約してあります）

◎ 71 の質問うち、特徴的な 8 つの質問に対してもっとも多い回答を基準に
　して、長野県平均と全国平均をグラフ化してあります。
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安曇野市 県平均 全国平均
0

10
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80

小学校 中学校

家の手伝いをしていますか
小学校　時々している
中学校　時々している

朝食を毎日食べていますか
小学校　している
中学校　している

近所の人に会ったときは、
あいさつをしていますか
小学校　している
中学校　している

普段、１日にどれくらいの時間
睡眠をとることが多いですか
小学校　８時間以上
　　　　９時間より少ない
中学校　７時間以上
　　　　８時間より少ない

携帯電話で通話やメールをし
ていますか
小学校　携帯電話を持って
　　　　いない
中学校　携帯電話を持って
　　　　いない

家や図書館で、普段、１日当
たりどれくらいの時間読書をし
ますか
小学校　10 分以上、30 分
　　　　より少ない
中学校　まったくしない

今住んでいる地域の行事に参
加していますか
小学校　当てはまる
中学校　どちらかといえば、
　　　　当てはまる

普段、1 日当たりどれくらいの
時間、テレビやＤＶＤを見たり
聞いたりしていますか
小学校　４時間以上
中学校　２時間以上
　　　　３時間より少ない

67.6
64.0

50.6

61.2

50.751.8
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（ 34・2515）まで

平成 21年度 市職員（非常勤職員）の募集

市では、来年４月から勤務していただく市職員（非常勤職員）を下記のとおり募集します。
■雇用期間　平成 21 年４月 1 日～ 22 年 3 月 31 日
■募集職種　下表のとおり
■募集人数　いずれの職種も若干名
■受け付け　12 月 8 日（月）～ 12 月 19 日（金） （土・日は除く）午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

募集職種 資格など 問い合わせ・応募書類の提出先 勤務条件・応募方法

介護認定調査員 介護・看護等経験
穂高総合支所内
健康福祉部高齢者介護課介護支援係
〒 399 － 8303
安曇野市穂高 6658 番地

（ 82・3131 82・6622）

■勤務条件
原則として午前 8 時 30 分～午後
5 時 15 分。ただし、職種により
勤務時間の変更あり。（一般事務
職は週 40 時間未満の勤務を基本）
年次休暇・賃金一時金（賞与）・
通勤費・各種保険は、勤務条件に
より異なりますので、詳しくはお
問い合わせください。

■応募方法
本庁・各総合支所地域支援課窓口
に備え付けの所定の申込書に必
要事項を記入し、各担当窓口に持
参してください。（ホームページ
にも申込書を掲載します。）
※郵送による受付可
※募集職種により提出窓口が異

なりますのでご注意ください。

■選考方法
必要に応じ、面接などを実施する
場合があります。詳しくは申込書
の提出期限後にお知らせします。

ケアマネジャー 要職種資格

家庭児童相談員 教員経験者・児相
等有識者

穂高健康支援センター内
健康福祉部児童保育課児童係
〒 399 － 8303
安曇野市穂高 9181 番地

（ 81・0728 81・0703）

児童厚生員・
児童クラブ指導員

保育士・幼稚園教
諭・学校教諭経験

保育士・保育補助 要職種資格
穂高健康支援センター内
健康福祉部児童保育課保育係

（ 81・0728 81・0703）

学校事務
パソコン技能（基
本 操 作・ ワ ー ド・
エクセル使用）

明科総合支所内
教育委員会学校教育課　
〒 399 － 7102
安曇野市明科中川手 6824 番地 1

（ 62・3001 62・5721）
学校図書司書 要職種資格

幼稚園教諭 要職種資格

一般事務（電話交
換・無線放送・受付・
証明発行など）

パソコン技能（基
本 操 作・ ワ ー ド・
エクセル使用）

本庁舎内人事課職員担当
〒 399 － 8205
安曇野市豊科 4932 番地 46

（ 71・2000 71・5155） 

学校給食調理員
調理・厨房機器取
り扱い経験、対応
可能な人

中部学校給食センター
〒 399 － 8201
安曇野市豊科南穂高 2661 番地 1

（ 72・2674 72・1466）

職種 時給 日額 月額
介護認定調査員 ― 8,000 ―

ケアマネジャー 1,100 8,700 ―

保育士・幼稚園教諭 930 7,400
161,600

～ 166,900

児童厚生員・児童クラブ指導員 930 7,400 155,700

学校図書司書 860 6,880 144,500

一般事務・学校事務 810 6,440 ―

学校給食調理員 850 ― ―

■主な職種の賃金（平成 21 年度予定）　　　　　【単位：円】

問 人事課職員担当（ 71･2000 71･5155）

短期雇用の登録も受け付け中
　非常勤職員（短期雇用）の登録を随時受け
付けています。この制度は、１年間を通して
勤務できないが、短（時間）期間なら勤務で
きる場合に、あらかじめ申込書を提出してお
き、納税通知書・納付書・保険証などの発送、
準備などで雇用の必要が発生した場合に、事
前に調整してから勤務をお願いするもので
す。登録制度の内容など、詳しくは、お問い
合わせください。

入札・契約結果（平成 20年 10 月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：円）

工事名 工事箇所 請負者 請負代金
（交付金・市単）公共下水道熊倉南幹線　第５工区管渠工事 豊科高家 ㈱山本組 48,405,000

（国補・市単）特環公共下水道豊里５工区管渠工事 穂高有明 ㈱横内組 20,160,000

（国補・市単）特環公共下水道　新屋２７工区管渠工事 穂高有明 岩渕建設㈱ 15,960,000

市単道路維持事業　市道豊科１３４１号線ほか　下水道舗装本復旧工事 豊科南穂高 ㈱山本組 12,831,000

市単道路維持事業　市道穂高１級２０号線　下水道舗装本復旧工事 穂高 ㈱大丸組 11,592,000

地方道路交付金事業　市道堀金１級１号線歩道設置工事 堀金烏川 ㈲ニッコウ 8,662,500

（国補・市単）公共下水道　柏原枝線管渠工事 穂高柏原 ㈲堀内組 8,211,000

（市単）公共下水道関連　道路占用路面復旧（豊科インター西工区）工事 豊科南穂高 立商工事㈲ 6,982,500

豊科南部地区農業振興施設増改築工事（とよしな旬彩市） 豊科高家 ㈲丸永建設 6,793,500

（国補・市単）公共下水道関連　道路占用路面復旧（下鳥羽・中村工区）工事 豊科 ㈱振興建設 6,615,000

市道新設改良事業　市道穂高４０３８号線　道路改良工事 穂高柏原 ㈱川上産業 6,195,000

市単道路維持事業　市道堀金２級５１号線　舗装修繕工事 堀金烏川 ㈱振興建設 6,142,500

市単道路維持事業　市道穂高０２８７号線　現道舗装工事 穂高有明 共和アスコン㈱ 5,911,500

市単道路維持事業　市道穂高１００５号線ほか２路線　現道舗装工事 穂高有明 ㈱松澤組 5,250,000

三郷黒沢マレットゴルフ場　便所改修工事 三郷黒沢マレットゴルフ場 ㈱布山工務店 4,410,000

ほりでーゆー四季の郷　南館軒天結露防止工事 ほりでーゆー四季の郷 綿半鋼機㈱長野営業部 3,990,000

明科総合福祉センター　エアコン騒音対策工事 明科総合福祉センター ㈱アスピア安曇野支店 3,748,500

市単事業　林道舟ヶ沢線復旧工事 豊科田沢 ㈲アルプス造園 3,601,500

緊急学校通報システム工事 穂高南小学校・堀金小学校 ㈱アイネット 3,360,000

市道新設改良事業　市道豊科１２８０号線　道路改良工事 豊科高家 ㈲太田建設 3,360,000

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日

高等工科
学校生徒 男子

中卒
（見込み含） 平成21年

1月6日まで
１次　平成 21 年１月 10 日
２次　平成 21 年１月 24 日

17 歳未満

２等陸・
海・空士 男子 18 歳以上

～ 27 歳未満
年間を通じて
行っています

12 月 13 日
（平成 21 年 1 月 24 日）
（平成 21 年 3 月 1 日）
（　）は予定、年内に採用者数を確保し
た場合は、中止になる場合があります。

貸費学生 技術

大学の理学部、
工学部の３・４
年次または大学
院修士課程在学

12月１日
～平成21年
１月16日

平成 21 年 2 月 1 日

名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

キャリア
教育フォーラム

子どもたちの心に火をつける取り組みと
は何なのか。「魂を揺さぶる生涯忘れな
い 100 分～感動は人を動かす～」と題
した講演会。教育関係者、保護者の皆
さんのお出掛けをお待ちしています。

時：12 月 20 日（土）
　　13：30 ～
所：松本勤労者福祉
　　センター

料：無料 問：若年者地域連携事業推進
　　センター
　　（ 27・5010 29・2608）

後 援 な ど 時 所 定 料 問 申＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金 ＝問い合わせ ＝申し込み

自
衛
官
等
の
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
特
別
職
国
家
公
務
員
「
自
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官
等
」
の
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

問
自
衛
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長
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地
方
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本
部

　

松
本
地
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信
濃
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（
36
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）
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厳冬期、水道メータの凍結に注意
Information
B O X

　例年 12 月から 3 月にかけて凍結による水道メータの破損が多く発生します。水道メータは市が使用者に貸
与し、日常の管理は使用者が行うことになっています。水道メータの凍結による破損を防ぐため、次のような
対策をお願いします。
■凍結防止対策
　水道メータボックス内にビニール袋に入れた発砲スチロール材を入れ保温
対策する。配管の露出部分には凍結防止帯や保温材を巻く。長期間使用しな
いときは水道の蛇口を開いたまま不凍栓を閉じるなどしてください。
注意：凍結防止対策を行わずに水道メータが破損した場合は、使用者の管理
　　　責任として弁償していただく場合がありますのでご注意ください。
問 上水道課管理係（ 72･3111 72･2510）

黒大豆で加工食品の開発をしてみませんか！～登録事業者の募集～

信州まつもと空港発、冬の旅はいかが！～利用促進助成金制度のご案内～

　産業部会「黒豆プロジェクト」では、安曇野産黒大豆（信濃黒）を使っ
た加工商品の開発や調理など行うことのできる事業者と、生黒大豆を販売
する事業者の登録を行います。登録事業者が扱うことで、プロジェクトに
関わる黒大豆を多くの人に知っていただき、味わってもらうことを目的と
しています。なお、登録事業者は安曇野市内に限らせていただきます。
■応募方法　事業者の名称、代表者名、住所、連絡先、希望する数量を電子

メール、ＦＡＸ、電話、郵送のいずれかの方法で、12 月 10 日（水）までにプロジェクト事務局（産
業観光部安曇野ブランド推進室）へご報告ください。

■その他　黒豆の量に限りがあるため、希望数量は保障できません。また、黒豆の引き渡しは本年 12 月中旬こ
ろになります。提供価格などについては事務局へお問い合わせください。

問安曇野ブランドデザイン会議（ 77･3111 77･6060） azumino-brand@city.azumino.nagano.jp

４市２町８村で加盟する信州まつもと空港地元利用促進協議会では、信州
まつもと空港の冬期間の利用促進を目指し、期間中に３名以上のグループな
どで信州まつもと空港発着便を利用した場合に助成金を交付しています。家
族、友人、グループで楽しい旅行に出掛けてみませんか。
■対象人数　800 人（先着順）
■助成用件　松本市、塩尻市、大町市、安曇野市、波田町、池田町、筑北村、

麻績村、生坂村、山形村、朝日村、松川村、白馬村、小谷村にお住まいか、
通勤・通学している人で、３人以上のグループで利用の場合が助成対象となります。

■対象となる搭乗期間　11 月１日（土）～ 2 月 28 日（土）（申込者が 800 人に達した時点で終了します）
■助成金額　《大阪・札幌・福岡便を利用した場合》

・３人以上で利用　１人当たり片道 1,500 円（往復 3,000 円）
・７人以上で利用　１人当たり片道 2,500 円（往復 5,000 円）
　《大阪経由福岡便を利用した場合》

・３人以上で利用した場合、１人片道 2,500 円（往復 5,000 円）
■申請期限　3 月 31 日（火）
■申し込み　申し込みや申請が必要となります。詳しくは下記までお問い合わせください。
問 商工観光課観光振興係（ 77･3111 77･6060）または
　信州まつもと空港地元利用促進協議会事務局（松本市役所観光温泉課内）（ 34･8307）


